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化学・プラスチック産業
カナダの競争力のある優位性

インベスト・イン・カナダ



カナダにおける最近の投資例

SAFETY-KLEEN
プラノ（テキサス州）のSafety-Kleenが2011年、2,600万ドル※を投じてオン
タリオ州ブレスラウにある使用済モーター油の再精製プラントを拡張すると
発表。

SIEMENS
Siemensが2010年12月、2,000万ドルをかけてオンタリオ州ティルソンバー
グに風車ブレード製造工場を開設すると発表。製造作業、点検・修理・保守
などのサービス業務、それにともなうバックオフィス業務で、最大300人の
雇用が創出される見通し。

BASF
BASFが2010年11月、オンタリオ州ウィンザーの自社プラントに2,500万ド
ルを投資して、自動車用水性塗料の生産拡大を図ると発表。この投資により
30人の雇用を新たに創出。

GREENFIELD ENERGYとENERKEM
ユタ州に本拠を置くGreenfield EnergyとEnerkemが2010年、7,000万ドル
を出資して固形廃棄物を原料としたバイオ燃料の製造プラントを建設すると
発表。

SÜD-CHEMIE
ドイツのメーカー Süd-Chemie AGが2010年、モントリオールの南に位置す
るキャンディアックにリン酸鉄リチウム（LFP）の製造プラントを建設する、
7,800万ドル規模のグリーンフィールド・プロジェクトを行うと発表。LFP
とは、電気自動車の電池に使用される高性能なエネルギー貯蔵物質のこと。

WILLIAMS ENERGY
オクラホマ州タルサのWilliams Energyが2009年、5,000万ドルから7,500
万ドルの資金を投じてアルバータ州レッドウォーターの自社施設に脱エタン
塔を新たに取り付けると発表。

※ 特に注記がなければ、表示額の通貨単位はすべてカナダドル。

カナダに投資している
世界的な大企業

• BASF

• E. I. DuPont de Nemours and 
Company

• ExxonMobil

• Hexion

• INEOS

• LANXESS

• NOVA Chemicals

• Shell Chemicals

• The Dow Chemical Company

カナダを代表する企業

• Agrium

• Canexus

• ERCO Worldwide

• Methanex Corporation

• Petro-Canada

• Raymor Industries Inc.

• Intertape Polymer Group Inc.

• Woodbridge Foam

• ABC Group

• IPL Inc.
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化学・プラスチック：成長を続ける産業
世界の化学・プラスチック産業の市場規模は、年間およそ3兆7,000億米ドルにのぼる。同産業全体に占める割合を地
域別で見ると、北・中南米がおよそ3分の1、アジアとヨーロッパも同じく3分の1ずつとなっている。

カナダの化学・プラスチック産業は、2010年の売上高が610億ドルに達したが、このうちの57%、金額にして350億ドルが輸出によるもの
である。一方、研究開発費も合計で11億ドル※1、直接雇用者も14万7,000人にのぼる。

カナダの石油化学・樹脂業界は化学部門の重要な一角を占めており、同産業のメーカー 595社による2010年の出荷総額は209億ドル、輸
出総額は158億ドルにのぼった。この業界では、1万5,900人が就業している。

天然ガスの埋蔵量が豊富なため、価格競争力のある原料が容易に入手でき、エチレンおよびその誘導体を低コストで生産することが可能に
なる。またカナダは、大規模かつ効率的な抽出プラント、最新のエチレンクラッカー、および世界有数の大規模な誘導体製造プラントが複
数そろっているお陰で、重要なスケールメリットも実現している。北部のガス田開発や、オイルサンドビチューメンをアップグレードして
作られた素材の利用が進めば、石油化学品と樹脂の製造に用いる新たな原材料の誕生も期待できる。

また、カナダはG20諸国として初めて全製造用資材の関税を撤廃する。この撤廃に向けた取り組みは2010年に大半が終わっており、今後
2015年までに、工具、機械類、機器のみならず、化学製品、繊維類、石材、ガラス、金属類など、カナダの製造業者が輸入する全資材の
関税を完全に撤廃する。

1
※1 Statistics Canada、2009年



カナダの競争力のある優位性
製造部門トップ

出典：  fDi Benchmark；Towers Watson、Global 50 Remuneration Planning 
Report 2010-2011
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固定給 追加報酬

主な利点

無機化学品：多くの無機化学品の生産にとって不可欠な、豊かな天然資源と大量の低コスト電力が確実に利用できることから、カナダはこ
の部門で最適な投資先となっている。有機化学品を開発・創出する目的で、バイオテクノロジーの利用が盛んになっており、このような化
学品のなかには、トウモロコシ、大豆、小麦などのバイオマスを原料として商業生産されているものもある。バイオ廃棄物の利用技術の実
用可能性が高まるなか、カナダには大規模な農林業から提供される豊かな資源を背景に、この部門における中心的存在になる条件がそろっ
ている。

プラスチック製品：高度な先端技術を誇るカナダのプラスチック部門は、2010年の出荷総額が推計で168億ドル（このうち輸出総額は67億
ドル）にのぼる。また、多様性にも富み、プラスチック製品、機械類、鋳型から合成樹脂まで網羅している。カナダは高度熟練機械工・技
術者の人材が豊富で、化学・プラスチック産業にとって貴重な資産と言える。カナダの企業は、その質の高い射出成形、熱成形機、インフ
レーションフィルムの押出システム、波形管押出機、その他のプラスチック異形材の専門知識・技術で世界的に高い評価を受けている。カ
ナダのプラスチック関連企業は、顧客別、市場別にプロジェクトを進めていることに加え、納期が比較的短いことなどから、新機軸の採用
を推進しやすい。

環境保護活動：カナダでは産業界、政府、非政府組織（NGO）が、産業界の国際競争力を維持する必要性を認識しつつ、環境面または健康
面で望ましい成果を達成するために共同で取り組み、確実に実績を上げている。産業界側の環境自主行動も望ましい成果を達成するうえで
成功をおさめている。たとえば、Chemistry Industry Association of Canadaの会員企業は、過去15年間にわたり、化学物質の環境への
排出量を自主的に削減し、その成果を報告している。この間、化学・プラスチック産業は大気、土地、水に対する排出量を劇的に削減した。

優位点：
製造部門トップの給与コストが比較的低い

 製造部門トップが受け取る報酬の水準を、右の図表に示した。製造
部門トップは、会社の最高責任者直属であり、複数の主要な製造現
場全体を統括する。彼らが管理するのは、極めて専門性が高く、長
年にわたる開発が必要な製品である。

 図表の報酬額には、固定給に加え、報奨金および業績に応じた特別
手当などの追加報酬が含まれる
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主席エンジニア／テクニカルマネージャー

出典：  fDi Benchmark；Towers Watson、Global 50 Remuneration Planning 
Report 2010-2011
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優位点：
豊富な研究開発の経験と高度な訓練を受けた人材の
宝庫
カナダは、経験豊かで高度な訓練を受けた研究開発部門の研究者の数
が多く、研究開発施設の開設や拡張を視野に入れている企業にとって
メリットが多い。研究者の数は、モントリオールだけで3万5,000人、
トロントでも2万5,000人にのぼり、カナダの二大都市は理想的な投資
先と言える。エドモントンとハリファックスもそれぞれの地域での研
究基盤に支えられ豊富な科学的知見、技術を持つ人材が集積している。

 2011年時点で研究開発業務に携わる研究者の合計数（推計）を、右
の図表に示した。

出典：  fDi Benchmark；The Financial Times Ltd.のデータに基づく
fDi Intelligence

研究開発の研究者の数（推計）
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優位点：
主席エンジニア／テクニカルマネージャーの
給与コストが比較的低い

 主席エンジニア／テクニカルマネージャー（このような地位に就く
には、大学卒業者で、8から10年の経験が必要）が受け取る報酬の
水準を、右の図表に示した。

 図表の報酬額には、固定給に加え、報奨金および業績に応じた特別
手当などの追加報酬が含まれる。
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出典： fDi Benchmark；World Economic Forum、Global Competitiveness 
Report 2010-2011

インフラの全体的な質
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カナダの競争力のある優位性

出典： fDi Benchmark；World Bank、Doing Business Guide 2010

会社設立の費用

クアラルンプール
モンテレー
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優位点：
会社設立のコストが安い
カナダは、会社設立に必要なコストが安く、米国の都市の半分ほどしか
かからない。ヨーロッパの一部都市に比べてもずっと安い。事業税の税
率も低く、また給与税（ペイロールタックス）がG7 諸国のなかで最も低
い。

 会社設立に必要な公的手続きの費用の合計を、右の図表に示した。
国民一人当たりの所得に対する比率として設立費用を、0から14ま
での15段階で評価している。

優位点：
世界トップレベルのインフラ
カナダは、近代的かつ世界トップレベルの公共インフラを誇り、これ
が都市やコミュニティーの経済成長を支えている。カナダの道路、橋、
鉄道、港湾、空港は便利な場所にあり、堅牢な造りで、よく整備され
ていて、保安面の心配もまったくない。

 輸送・交通、電話通信、エネルギーなど、インフラの全体的な質
を数値化して、右の図表に示した。8段階評価で、0が「未整備」、
7が「よく整備されている」。
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優位点：
有利な法人税所得税の税率
カナダの法人所得税率は、他国に比べ非常に優遇されている。

 右のグラフは、選択された各都市で企業に課せられる総所得税を示
す。数字は、2009年～2010年の企業の売上総利益に占める税金の
割合（パーセント）を表している。

出典： fDi Benchmark；Tax Foundation、National and State Corporate 
Income Tax Rates、U.S. States and OECD Countries、2009年；World 
Bank、Doing Business 2010；KPMG：Income Tax Rates for General 
Corporations（2008/2009年）

法人税の合計
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優位点：
世界で最も住みやすい都市に施設がある
カナダの都市は、他の都市に比べて工業用物件の賃貸コストが平均する
と幾分高いものの、クオリティ・オブ・ライフが際立って高く、生活費
があまりかからないことで知られる。そのうえ、世界トップレベルのイ
ンフラを備えたカナダの都市は、カナダでの事業の立ち上げや拡大を視
野に入れている化学関連企業にとって理想的な場所と言える。

 一部都市の総専有コスト（賃料など、専有にともない生じる料金）を、
賃貸スペース1平方メートル当たりのコストとして右の図表に示し
た。

出典： fDi Benchmark；Statistics Canada、Towers Watson、SalaryExpertお
よびU.S. Bureau of Labour Statisticsのデータに基づくfDi Intelligence；アント
ワープの偏差はフランダース地方のデータ（Statistics Belgium）に基づく値；モン
テレーの偏差はヌエボレオン州のデータ（Towers Watson地域オフィス、メキシコ）
に基づく値

総専有コスト（工業用物件の賃料、ドル／m2）

エドモントン
サンパウロ
トロント

モントリオール
ロッテルダム
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カナダの化学・プラスチック産業：概要

アルバータ州
アルバータ州の化学産業は、主に4つのセグメントで構成されている。①石油化学製品、②肥料、
③無機化学品、および④特殊・精製化学製品である。エチレン、ポリエチレン、エチレングリコール、
直鎖オレフィンの生産能力の大幅な拡大に伴い、同州の石油化学産業は成長路線を維持している。

アルバータ州政府と産業界は、石油製品や石油化学製品を精製する能力を整備することによって地
元に埋蔵されているオイルサンドに付加価値を付与すべく密接に連携している。このイニシアチブ
により、アルバータ州の企業は今後、伸び続ける北米および国際需要に応えやすくなる。エドモン
トン地域内に、アップグレードと精製を行う総合的な石油化学コンビナートを発展させることで、
アルバータ州は世界有数の大規模かつ競争力のある化学品製造地域になる態勢を整えている。

オンタリオ州
オンタリオ州はカナダ最大の化学品の製造地であると同時に、主要な石油精製地、国内プラスチッ
ク産業の拠点でもある。さらに国内10大化学メーカーのうちの7社がここに拠点を構えている。

サーニアにはカナダ最大の化学クラスターがあり、また化学関連の製造施設およびR&D施設が集積
している。当地は、大規模な地下塩貯蔵空洞、近隣の石油化学精製施設、天然ガス液原料へのアクセス、
沖積み用のタンカー・ターミナル、優れた輸送網、原油および油性液体へアクセスしやすい環境な
どインフラが充実しており、石油化学品の製造に最適と言える。サーニアに製造施設を有する企業
には、Dow Chemical Canada、Imperial Oil、INVISTA、NOVA Chemicals、Shell Canadaなど
がある。

トロントには、潤滑油メーカー、塗料メーカー、医療ガスメーカー、洗濯洗剤メーカー、接着剤メーカー
など、多種多様な化学品メーカーが集積している。またビジネスと金融の中心地でもあることから、
Bayer、BASF、DuPont、Unileverなど、業界トップ企業の本社も所在している。
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ケベック州
モントリオールはケベック州における化学産業の中心地であり、接着剤、繊維、塗料、メ
ンテナンス・洗浄製品、電子機器・部品、化粧品といった多種多様の製品を消費市場に供
給している。また、総合的な石油化学工業のクラスターを誇り、石油精製施設、海上貨物
用のタンカー・ターミナル、カナダおよび米国東部・中部の大きな市場にアクセスしやす
い環境が整っている。近年、モントリオールは多数の新規投資の誘致に成功をおさめ、芳
香族化合物のバリュー・チェーンを構築している。

石油化学メーカーのほとんどは、モントリオールの石油精製メーカーの近くに所在し、定
期的に製品や原材料を交換し合っている。ケベック州では、多様なエネルギー源に恵まれ
ていることなどからエネルギー価格が安定しており、そのため石油化学産業は競争で実に
優位な立場にある。

ニュー・ブランズウィック州
セント・ジョンにはカナダ最大・最新の石油精製所があり、北米で最もクリーンな燃料の
一部を製造している。200億ドルにも及ぶ大規模プロジェクトがニュー・ブランズウィッ
ク州で現在進行中、または検討中である。たとえば、新しい液化天然ガスターミナルと関
連パイプラインの建設、NB Powerのポイント・ルプロー原子力発電所の重要な改修プロ
ジェクト、サセックスにおける新しいカリウム鉱山プロジェクトなどが進行中であり、第2
の石油精製所および第2の原子力発電所の建設などが検討されている。これら新プロジェク
トは、同州が工業化学産業への投資誘致に適した環境を整えるうえで一役買っている。

7



 クオリティ・オブ・ライフの要素を評価して、下の図表に整理した。 住宅費を含めた様々な生活費を評価して、下の図表に整理した。

出典： fDi Benchmark；The Financial Times Ltd.のデータに基づく
fDi Intelligence

生活費指数

出典： fDi Benchmark；The Financial Times Ltd.のデータに基づく
fDi Intelligence
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マディソン
サーニア

セント・ジョン
ロッテルダム
ライプツィヒ

ニューオリンズ
ヒューストン
アントワープ

ノーザン・ニュージャージー
モンテレー

クアラルンプール
ヤンブー
サンパウロ

0 0 12010080604020

手頃なコストで高いクオリティ・オブ・ライフ
カナダの都市に住めば、手頃なコストで高いクオリティ・オブ・ライフを実現できる。エドモントン、トロント、サーニア、モントリオール、セント・ジョン、
ハリファックスは、たとえば米国の都市と比べて、生活費が安いうえに、クオリティ・オブ・ライフが高い。Economist Intelligence Unitは2011年、
世界で一番住みやすい街の調査で、バンクーバーを第1位にランクした。この調査では、トロントとカルガリーも上位10位以内に入っている。

20 40 60 80 100
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ウェイト付けを行うモデルの概要 ウェイト

産業のクラスターの存在 35%

労働力の供給力と質 25%

一般的なビジネス環境 20%

インフラとアクセスのしやすさ 15%

生活環境 5%

投資先のベンチマーク

工業用化学品メーカー

コスト要因 使用量（面積）

プロパティ 平方メートル

総専有面積（都市部の賃貸事務所） 500 m2

総専有面積（賃貸工場） 24,500 m2

光熱

電気 60,000,100 kWh

産業ガス 1,400,000 m3

従業員の種別 人数

製造部門

製造部門のトップ 1

生産マネージャー 1

作業員（高度熟練） 27

作業員（熟練） 33

作業員（非熟練） 14

品質管理マネージャー 1

品質管理専門家 2

研究開発／エンジニアリング部門

主席エンジニア／
テクニカルマネージャー 1

エンジニア 28

研究所の技術者 2

科学者 2

管理部門

秘書 3

合計 115

クオリティモデルの各特性／適用ウェイト

15

20

35

25

5

これまでに紹介してきた表やグラフは、The Financial Times Ltd.が提供するサービスであるfDi Benchmarkを用いて作成されたものである
（www.fdibenchmark.com）。このfDi Benchmarkは検索ツールで、業界承認のデータベースと立地評価に基づき、特定の部門および投資プロジェク
トについて、世界中の国や州／地方、都市の魅力を評価する。

 化学産業のクラスターがある場所として、今回のベンチマークの対象としたカナダ国内外の都市：アントワープ、エドモントン、ハリファックス、
ヒューストン、クアラルンプール、ライプツィヒ、マディソン、モンテレー、モントリオール、ニューオリンズ、ノーザン・ニュージャージー、
ロッテルダム、セント・ジョン、サンパウロ、サーニア、トロント、ヤンブー（サウジアラビア）

 下に示した企業プロフィールは、従業員115人規模、従業員のほとんどが現場（工業地帯）で働き、都市部にある事務所に常駐する社員は少ない工
業用化学品メーカーを想定している。



インベスト・イン・カナダ
ビジネスは私達にお任せください

カナダの競争力のある優位性
カナダが誇る数々のメリットと比類なきポテンシャル：企業が世界規模で
優れた実績を上げることのできる場所

高学歴労働力
カナダは、高等教育達成度が経済協力開発機構（OECD）加盟国のなかで2番目に高い。
（出典：IMD、World Competitiveness Yearbook 2010）

ビジネスをしやすい環境 
Economist Intelligence Unitが、今後5年間のビジネス拠点として、カナダをG7諸国のなかで1位
にランク。（出典：Economist Intelligence Unit、Business Environment Ranking、2011年3月）

堅調な経済
2009年第3四半期から、カナダの経済は6四半期連続で伸びを示し、世界的な経済危機で落ち込んだ
雇用と生産が完全に回復。（出典：カナダ財務省、Budget 2011）

金融の安定
過去3年間にわたり、カナダは世界で最も健全な銀行システムを持つ国であるとWorld Economic 
Forumが評価。

低い税率
カナダは、G7諸国のなかで新規事業への投資に課せられる税全体の税率が格段に低く、また法人税
の税率もG7諸国のなかで最も低い。（出典：カナダ財務省、2010年）

科学研究および実験的開発
カナダには「科学研究および実験的開発（SR & ED）プログラム」という非常に手厚い租税優遇措置が
あり、研究開発主導の諸部門のコストがG7諸国のなかで最も低い。
（出典：KPMG、 Competitive Alternatives 2010；OECD）

NAFTA
カナダが北米自由貿易協定（NAFTA）の加盟国であるため、大陸全体のGDPが16兆3,000億米ドルを
超える北米の、4億4,800万人強に上る消費者に投資家はアクセスすることが可能。
（出典：World Bank、World Development Indicators Database、2010年）

暮らしやすく、働きやすい場所
世界トップレベルの大学、世界的に高い評価を受けている医療制度、清潔で、誰にでも親切な街、美
しい景色。これらが、カナダに投資し、働き、暮らし、子育てをするのに最適な国にしている。
（出典：国連開発計画、Human Development Report 2010；Economist Intelligence Unit、
Global Liveability Report 2010）

お問い合わせの際は下記までご連絡下さい。
在日カナダ大使館 商務部
〒107-8503 東京都港区赤坂 7-3-38
電話：03-5412-6200　ファックス：03-5412-6254
Email：jpn.commerce@international.gc.ca
URL：www.investincanada.gc.ca
カタログ番号 FR5-38/9-2011J-PDF
ISBN 978-0-662-03532-9
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